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             緒        .言
 當合成石油試験工場の最絡目的として居た,毎時100mﾟの 合成瓦斯を虞理する中聞工業的
試験設備は昭和15年ラ月に完成し,コ」¥ルト燭媒を用ひて2週闇に亘り蓮績運縛を行ひ,豫期の
様繊 績を得た事は駄 第掴 報留1。於磯 表し漸 である.其の後繊 置翻 ひ鐵囎 鞭
用 して一・ケ月聞 に亘 り連績運縛 を爲 し,豫 期以上の好成績 を得たので,其 の結,果を第十回報告
としで獲表する次第である.
 喜多研究室に於ける鐵濁媒 の研究 は其の後大いに進展 し, =r化炭素 と水素 とを1/1に 含
む合成瓦斯1ins當h 151ccの 石油 を合成し得 るに至 わ,牧 量の瓢からはコバル ト燭媒 に比較
して遜色の無V・迄に至つた・然 し乍(へ)ら從來鐵賜媒の歓黙の一つ として耐久性が小であると考へ
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られて居たのであるが,此 の勲に關 しても近來種々な方法によって燭媒 の耐久性を大いに増加
し得ることが見出された.例 へば反憲温度を低下せしめること及び合成ガス申に水素 を堰加せ
しめることによ り鐵燭媒 の耐久性 を著 しく増加ナる事が出來 る.此等の實験室的研究の結果,我
汝は適當な條件に於て操業するときは鐵燭媒 を充分に工業的に使用し得 る自信を得るに至つた・
 欺の如 く實験室に於ては石油牧量及び耐久性の二窯よりみて鐵燭媒 を工業的に使用し得 る自
信 を得たのであるが,更 に中間工業的試験 を行ぴ,大 規模な装置によつても同様な結果が得 ら
れるか否かを知 る爲 に本試験 を行つたのである.本 試験 は當試験工揚に於 ける第18回 試験とし
て昭和15年10月7日 よ り同年11月6日 まで一ケ月間に亘 り實施 された ものであるが,其 結果牧量
の職に於いては大髄實験室に劣 らす耐久性の鮎に於いては實験室の結果 より豫想 して居た より'
ろ遙かに勝つた結果 を得た・
               實  験 邑之  部
試 験 装 置
 第九回報告(くい)に於て獲表 した所の毎時 ユ00m3の 合成瓦斯を庭理する熱水冷却式合成試験装置
を使用 した.前 回の實験絡了後配管の・一・部に改良を加へた他は全 く同様であるが,謬 考の爲本
装置の配置圖を第1圓 に示 した.
鰯     媒
 燭媒は組成の異 る二種類の物を混合して使用した.此 等は燭媒工揚 に於いて35」 宛製造し,
毎回毎に其の性能 を試験 したものを970Z合 成櫨に充填 して使用した.此 等の平均試料 を探 り
實験室に於て性能試験を行った結果 を第1表Bに 叉二種類の鰻媒の組成と使用した各の量 を第
1表Aに 示した.
             第1表 ・A 賜 媒 の 組 成
      威9:1謙諺撫 鷺灘罫獅寵讃 提:&1:雛(ノ)
             第1表B 燭 媒 の 活 性
  反磨濫度 燃温240。C, CO:H2=112
   ・ 響 無 騨 鯵 燈油餓驚 評 合計
   1      240      3,8       20     29.5      28.8      41.6      70.4
   2     〃     4.2     23    32.5    36.2     47.5     83.(り)ラ
   3     〃     14.3     25    40.9    43.8     45.6     89.4
   4〃 ●3,71740.35L446.698.0
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   5       〃       3.7       26      41.1      44.6       4a 8       9生4
   6     〃     3.9     21    39.8    44.2凸   52.8     970
   7       〃       3.9       26      42,7       448       50.8       95・6
   8       〃       4.1       20     49.4      448      49.7      94・5
   9〃4.22641.144.351.595・8
   10        〃       40        26      41.9       51.0       4&0       99・0
   11       〃        4.1        26.3    40.7       42.4       45.3       877
   12      〃      4.1      23     39.2     39.3      55.2      94.5
   13      〃      4.0       22     40.7      48.3      426      90.9
   14       〃      3.9       24     39。8      448      43.7      88.5
   15        〃       4.0        23      30.8       42.0       46.8       88.8
 注意  實験室に於て電氣櫨を使用 し,純 埣のCO:H2=1:2の合成ガスによつて得 られた結果である.
合 成瓦斯製造(原 料瓦斯 の製 造,混 合及 び精製)
 後 述の理 由に依 り本實験 に於 いては コバ1レ ト燭媒 に於 けると同檬 にCO:H2望1:2の 合
成 ガスを使 用 したので合成 瓦斯製造 は前回 の實験 に於 け ると殆ん ど同様 に行 つた・ この際 有 効
ガス含量(合 成 ガ ス申のCO及H2の 含量)を 大 な らしめる爲,第2表 に示 した如 くCO 37%
前後 の水性 ガス を製造 し,前 報 の方法 に依 り硫化水素 を完 全に除去 した後,電 解水素 をCO:H・
盤1:1.9程 度 に混合 し且 つ混合 ガ ス流速 を毎時100m3に 保 つ様 に した・全試験 を通 じて,平
均有 効瓦斯含 量iは87.2%で あつた。             ・       、
 此 の混合 ガ スを,215～230。Cに 加熱 した有機 硫黄固定剤 〔第17回 實 験に於 いて使 用 した水
酸 化銅一珪藻 土一苛性 ソーダ(銅 含量20%,苛 性 ソーダ添加量3%)を500」 残 しその上 に新 し
く製造 したル ツクス マスー水 酸化銅(10%)一 炭酸 ソーダ(10%)を500Z附 加 して用ひた〕に通
し,有 機硫黄 を除 去 した後,合 成櫨 に通 し合成 を行つた ので ある・ こρ 合成 ガスの精製状 況 は
第3表 に示 した通 りで あ り,そ の硫黄含量 は全試験 を通 じ0・2gS/100m墜 下 で あつた ・水 性瓦
斯 の製造,電 解水素 の製造,水 性 ガス中よ り蕊 化水素 の除去,有 機硫 黄除去装 置,ガ スの混合,
ガス分析及 び ガス中 の硫黄含 罫)定 量等 に關 しては第九 回報 告 に記載 した通 りで ある.全 試験
を通(ノ)じての合成 ガスの組 成 を第6表 に一・括 して表(ボ)示した.
         第2表 ・ 水 性 瓦 斯 の 組 成 及 硫 黄 含 量
  "日 時 欝(し) 。。、も、スC督 監、vo猛N、 、鎌 含量9羅 騰
   10月
    9日 9～11時  23--25    8.8  0.0 32.8 50.6  1.2  6.6   18.1      14.8
  1{  9口21{一23時   35-37    68  0.2 37.3 46.6  1.4  7.7    20.4       17。4
  ・{}8目}8=號1§ 二18 9:18:?§;:ll9:9圭 雪 乙箋 翻  隻1:1
  ・綴 昌1雪=礪 ζ}二ζ毒 §:塾3:1§ζ:§珪隻§ 鴛 §:夢 睾舞:多 子9:曾
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・{翻18=1嬬1琶1=器8鴛8:1彗ζ:鴛;:今{:1§:多・2牙6 茎8:き
  59§ 昌18=憂薩 {舞9={§韮  §:9 8:塗§9:;オ§:§ ?:§ 舞:彗  量§:ζ   韮ぎ:;
・1{葦昌{9=杢翻1き ゴ 鋸 §:巷9:播:喬 ら{:窪 慧:ラ 窪ζ:§ 菱§:§
・1{1鵬=講{男={;1ζ:§9:1彗1:;瀦拶 §:9窪 乙:§ 妾7:25
  8B甜13=署 蹉 垂81二垂8孟  ;:琴 9:}§;:茎'珪;:舞 i:茸 き:茎  茸§:慧   茎葦:§
・9;昌18二朧 菱麗 夢;:葦9:lll:}窪z:ζ1:8暮:1蟹:珪 塁暮・.}
 1・9§昌13こ蛋蹉 舞8=韮麗  ;:窪 8:{§;:彗珪;:6 1:§ 舞:;  葦f:言   彗ラ:牙
 コ1{揖昌18=蜷蹉 劣§=男9  琴:9 9:子彗亨:葦窪琴:子 {:9 舞:う  彩:ぎ   韮;:窪
12闘1舞=騰 菱§;=1舞9;:1・9:呈 §1:1量琴:塁1:昌1:1オ1:葦 舞§:8
13闘1舞=丑 韮麟 垂}=毅珪 琴:18:}§ 隻講:珪}:1窪:§ 匿き:き 暑塁:含
14麗 田9=1擁 §葦1=§葦琴 ζ:19:{器:撫:亨1:91:曾塁1:1 贈
・5{期8二 號 §91=器ll:;8:{§ §:9オ琴:舞{:ll:茸91:舞.塁1:
161菱オ昌{8=露 器1=器1ζ:き8:1§ §:1翻.1:オ き:量 葦曇零 曇§:隻
17{釜§鵬=購414二416ε:§9:1窪9:8珪 §:?{:毘 §:サ 書含:9 梛
 18f釜3[11彗二==畳玉昌蓄  珪§§=珪茸8    9:為  8:玉 §8:了 瑳舞:1葦  {:互   ;:乙  『 き6:;        塁9:き
1gl翻1翻 蹴ll=1き12:;3二1§ §:l l9創:9%葦§:8 撚
・・{雛1雪=癬 総1ζ § 孚:§8:ll§:董 翻1:葦 §:9器:; 碁毒:§
     11月
21{1昌1彗=乙i翻8こ1?舞;:19:1彗 §旙:?1:19:舞 〆 器:3'号 碁:1'
 221二 箋籍18=≡墾濫孝  葦葦量=舞§ε    ;:星」 8:i  §§:§ 瑳9:§  ;:ム   唇(じ):9    9§:乙      「護ζ"妻
23{§i君鎚 講 認=lll;:§9:}1;:§18:ζ{:1唇:1愈1:も 器:弓
・・{ll{1琴=獅 舞ζ菱翻;:;9:欄:1●ll:91:9き:1;§19 1量:1
25綿8=ム 子翻 黙 含:£8:
、1量身:ξ縄1:}9:1碧:§ ・ 穿:1
                    第3表 有 機 硫 黄 除 ・去 歌 況
                     實 験 全 硫 黄        實 験 杢 硫 黄
r1       日    聡寺     日芋  「司  含     量        日        日    r時…     日寺  i場  含     量                      
時  gS/100m3                 時  gSμ00m3
 1 10月 9ロ12～20筒 …  26・}34   0.09        14 '  22日13ノ ー19訊寺  339～345   0.19
2     10日12-一20時    50亀♂58    0.09          15     23日12-19時 …  362～369   0.15
3     11口12～20時    74rソ82    0.13         、16    ・24口12-20時 …  386～394   0.玉0
4     12口12～20日 芋   98～ 霊06   0.09          17     28日23一 翌6時 … 418一一425  軸 0.09
                                     (49)
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 5     13日12～20時   122～130    α08          18     29口11～i霊 隻5昼芋  430r-44S    O.11
 614日12～20時146～1540.10 1930口12-i翌6時 …455～4730.07
 7     15日12～20日 寺   170～178    0.07          20     31口16一 ノ翌6時 … 483～495   α09
 8   16口12--19時 … 194～202  0.11      21 11月1012一 翌5日芋 503～520  0.20
 917日12～19時218～2250.11 222日12一 一翌5時527～544_0.14
 10     18日12～20時   242～250    0.10          23      3目12一 翌5鷲寺… 551～568    0.13
 11     19日16～ 茎9時   270～273   0.10          24      4日12一 璽歪4時  575～591   0.14        '
 12     20月12～20時   290～292   0.07         25      5目12～ 翌6時 葦 599～617   0.11
 13     21}112～19旺 替   ∫314～321   0.13          25      5臼17{ゴ24時   604～611   0.13 管
                反   臆   温   度   。C
        l1  焚燵噸 騨 糟 磯 獺 固定総
      第1-】5臼    230    205    210～230
  ,    第畳6～2511      240     210      215～230
注意 第11及17旨以外は全部該時間中に2回 の測定を行ひ,そ の平均値を示した.
  第11及17口の値はその時岡中に.1回測定した値である.
  何れの1回 の値もo.20g S/loOm3を 超過してゐなかつた.
  静反ゲガス星11に残留してゐる全硫黄含量である.
試 験 條 件
  三) 反窓温度  鐵鯛媒の最適反憲温度は從來250ヲCと 考へられてゐたが,合 成 瓦斯中
の水素 を増加する時 は235。C迄 低下し得ることが 明かになつたので,本 試験 に於ては原則 と
して235℃ に於て運輕 した.試 験前に於ては使用日数 と共に鯛媒の活性が減退 し,徐 々に温
度を上昇する必要があるものと豫想 して居たのであるが,實 際運榑 してみると活性の減退少 く,
殆んど温度を上昇する必要が無かつたが温度上昇の影響 をみるために最後の3日 聞は238℃
で運榑 した.
  i量)合 成瓦斯の組成  鐵隅媒 に於いては炭酸瓦斯が生成する關係上一酸化炭素と水素の
消費率がi:0.5に なるが,斯 の如 き組成の瓦斯を用ひては鱗媒の耐久性 は極めて小なのであ
る.合 成瓦斯中の水素 を増抑 すると反慮盗度は低下 し畷媒の耐久性は大となるが,合 成瓦斯申の
飴分の水素が多 くな り不利釜で ある事は冤れな)・・此等の黙を考慮して本試験に於いてば上述
の様にCO:H2盤1:2の 合成瓦斯を使用 した.
 iii)瓦 斯流速  勿論全試験を通じ毎時100m3(温 度及び墜力の補正 を加へすガスメータ
ーの示度に於いて)で あ り,ガ ス室間速度は100(使 用購媒970Z)に 相當してゐる.
試 験 経 過
 10月7日 よ り全工揚の蓮韓峯開始 し,有 機硫黄除去櫨の温度が正常となつた後,合 成櫨に瓦
斯を通 じ・其の温度 を徐 々に上昇 せしめた・10月8日午後1時 には既に熱水温度が235。C,ガ ス
                   (50)
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牧縮 率 が.22%に 達 し,大 腿鰯媒 の還 元が経 つた もの と認 め られ た.そ とで10月9日 午 前io時
より2塒 臨 の囎 を記鋤 た・其嘩1頂 諏 購 してゐた脚0月25日 の午後3瀬 に鍼
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櫨 申の冷却管の熔接箇夙に故障を生じ,冷 却用勲水が合成櫨内に漏洩 して來たので直ちに蓮鱒
を中止 し修理 した.10月27日 午前中に於て修理完了し,直 ちに運韓 を開始 し,10月28日 午後1
時 より正常の状態 とな り,再 び順調な蓮嬉を績けた・か くて11月3日 まで熱水温度を235。C
に保持 したが,燭 媒の活性には些 したる減退 も認められす,反 慮温度を上昇せ しめる必要は無
かつたが,特 に温度上昇の影響 を見る爲に11月3日 に熱水温度 を3。C上 昇せしめ,試 験を績け,
1i月6日 午前10時 を以て試験を絡了した・この合成試験の成績 を第 チ表,第2圖 及び第3圖 に
示 し,合 成試験申に於ける燭媒 の加熱欺況を第5表 に又合成反憲によるガス組成の憂化 を第6
表 に,荷 この揚合同一合成ガスを用ぴて行つた小規模合成試験(4老/hr・)の結果をも参考の爲第
7表 に示した・此等の表及び圖の 日激は10月9日 より起算 し,10月25,26,27日,帥 ち還元及び
故障中を除いて計算 したものである・
 更に第8表 に生成した石油の性質 を示した・
            第4表 合 成 試 験 の 成 績
      實験 熱水 瓦斯 瓦斯 牧縮   生 成 物 牧 得 量 Z   生成物牧寧Cc/m3"隅 幣 磐 獣 際 劣水ゴ・鋤 囎 成瞭 い 合蝿 認
  10月
  9日10時 …  24                〆
1   ～    ～  235 2299 95.6 23.7 36  41  60  77  17S  7.3 16  77   3.2
  10日10㍑ 駐…   48
  10仁110B葺…   48
2～ ～235227494.725,0444862791896.519832.9
  11「110ほち…   72                                、                       (94。5)
  11日10時 …   72
3～ ～235226594.424.3374260821847.OI6813.1
  12「110汀芋    96
  12日10日 芋    96                        、                  」           、
4    ～      -   235  2215  92.3  24.4  40   40   58   72    170    7.0  18   77  '  3.2,
  13日10時   120
  13日10時 …  120
5    ～      -   235  2234  93.1  23。5  32   37   58  80    175   6.5  13   78    2,9
  14日10目 毒…  144
  14日10時   144
6～ ～235224493.523.9283656661586.512702。9
  15日10跨5…  168
  15日10時   168                    ・
7    ～      ～   235  2316  96.5  23,2  31  34    56   80    170    7.O  I 3   73    3.0
  16口10時 …  192
  16日10時 …  192
8    ～     ～   235  2330  97.1 23.6  28  32   59  91   182   6.0  12  78    2.6
  17F口0ほ ㌻  216                                                    .
 、17日10時   216
9～ ～235229995。824.4173362881836.57802.8
 18日10日 寄…  240
                  伽
 18日10目 毒…  240
10    ～      ～   235  2311  96.3  23.6  25   32   61  90    183    7.0  11   79    3.0
 19口10時 …  264
                   (52)
       児 玉 ・船 阪 橋 本 ・村 田 ・牢 尾 研 原 松 村6河 東 ・多 羅澗:ガ ソ リン合 成 中間 工 業 試験 第+回 報 告
   19口10精 芋  264
11     ～      ～    235  2282  95.1  23.0  29   29    55   90    174    6.5  13   76     2.9
   20口10哨 …  288
   20日105.与   288
12    ～     -    235  2326  96.9  22.9  27  30   56  86   172   6.5  12   74    2.8
   21口10時   312
   21日10捧 芽  312
13    ～      ～    235  2307  96.2  23.1  29   27    56  髄85    16S    6.5  ユ3   73    2.8
   魑22日10時 …  336
   22HIO時   336
14    ～     -    235  2305  96,1 23.0  26  30   59   81   170   6.0  11  74    26
   23日10時 …  360
   23FI 10時   360
15    ～      ～    235  2265  94.4  22.8  28   27    59   82    168    6.5  12   74    2.g
   24口10時   384                                         ,
   24日10時   384
16   ～    -   235 2270 94.6 22・2 25  23  52  77  婚2  6・0 11  67   2.6
   25010時   408
   28日13時   408
17   -    ～   235 1835 87.4 24.6 30  22  51  71  144  6.0 16  79   3.3
   29日10露 寺   429
    29日10日.与   429                          ・                                '
18
3。請 。時 、語235207886'624'325225777156・6'51275a1
   30臼10時 …  453
1g    ～     ～   235 2240 93.3 24.6 29  24   56  84   164   6.0  13  73    2.7
   31口10時   477
    31目10日 芋  477
20    ～      -    235  2268  94.5  24.5  25  24    55   83    !62   6.0  11  71    2.6
 11月1口10時   501
     1口10時   501                                   曽
21    -一     ～    235  2246  93.6  24.4  28   22   55  80   157   7.0  12   70    3.1
    2日10時   525
     2口10日 ㌻…  525    」
22    ～      ～    235  2249  ≦)3.7  24.5  25  21   57   82    160   5.5  11   71    2.4
    3口10時  549
    3日10日 寺  549                                           0
23    (ソ     ～    238  2288  95,3  24.9  29   17   55  80   152   7.0  13  66    3,1
     4口10日 芋   573
     4日10昼 芽   573                               ・                   '
24   -    ～   238 2270 94.6 25.8 25  16  57, 97  170 6.5 11  75   2,9    
5口10時 …  597
     5日10時 …  597
25   ～    ～   238 2239 9a 3 24.5 27  16  54  92  162  6.0 13  73   2.7
     6月10時 621
  合 計 平 均   5625594.223.9725725142620524203161.81375 2.9,
                                                                        (86)
護熱 譲      771192・54・1
  総 計 ・     802154522574604
  注意 ガス量は凡てガスメーターの補正を加へ且つ標準厭態に換算 した.
       括孤中の値は有効ガス含量 より純ガスの割合に換算 した値である.
                                        (53)
                  化.學 研 究 所 講 演 集 儒 十 一 輯
                         第5表 合 成 櫨 加 熱 状 況
                       「
     、 實験 、 合 成 嬉 加.熱 飛 態 。C  瓦 斯 瓦 斯
H掴 時 時間 熱 水  ・鯛  媒  ゴ  流 速牧縮.餐
            時 入 ・ 出 ・ ・2,・'45678gm3・h「%
  10月
一g  g日6時   20  235  2a5   234  234  235  235  235  239   235  233  234   1082  27.0
 1 10日6時 ヒ  44 235  236   234  235黙 234  235  23㍉  238  235  234  233   1009  253
 2  11日6時   68  235  236   234.5 234.5 235  235  2き5  237  235  233  233   1028  26.(サ)1
3 12日6時 92235 236 234 234 235 234,5235 23S 2345232 233  103.1 24.9・
 4  13日6時  116 235  2365  235  235  235  235  235、5 237  235.5 233.5 233.5  102.!  24.1
 5  14口6日寺… 140  235   236   235   235  236   235  2335「237  2β5   234   234    106,5  22,9
 6  15厨6時= 164  235  236   235   235  235  234.5 235  237.5 2345 233  233    103.6  23.5
 716日6時188235236 234.5234.5235233234.52372345233233 93925.3
 8  17日6時 … 212 235  236   235  234,5 235  2345 235  2375 235  233  233   105.4  23.3
 918日6時 …236235236 235,5235235.523423552382=≒5233.5233.5 95.024.3
10  19日6時 … 260 235  236.5  234  234  234  233  234  238  234  232  233   104.4  22.9
11 20日6時 …'284  235  236,5  234  234  234  233  234  258   234  232  232    9&8  22.7
12 21日6時 … 308 235  237 , .234.5 234  234  233  234  238  2§4  232  2325  10S.4  22.9
13  22日6時 … 332 235  236.5  234.5 234  234  233  2345 238  234  232  232.5  102.8  23.4
14  23口6時  356  235   236   235   234   234  233  235  238   2345 233   234    103.9  23.7
15 24日6時  380 235  236   235  235  234  233、5 2「～5  238  234  233.5 233    98.5  22.4
16 25日6時 404235 236 235 235 235 23352、4 238 2}45。232 233.5 1009 2L5
17  2§日6日寺… 425  235  234   234.5 234  233  231.5 23こ5.5 233  2335 231.5 231.5  101.4  24.7
18  30日6時  449  235   234   234,5 234   234  231.5 2335 233,5 233   232   232    98.9  23.7
1g  31日6時  473 235  234   232δ 231  23L5 229  231  235  234  2295 2305  101.7  245
  11月
20  1日6時 … 497 235  234   233.5 233  233  230.5 233.5 233  234  230.5 231   10L4  25.2
21  2口6蒔 … 521 235  234   233   233  233  230  233  235  234  231  231    992  23●8
22   3日6時 …0545  235  234   232   232  232  229  231  2355  232  230  230   100.4  24二〇
23  4日6時  569 238  237,5  234  234  234  232  233  238  234  232  231   102・6  25・0
24  5日6時  593 238・ 237,5  234  234' 234  232  234  239  234  232  232    993  26β
25  6日6時 … 61。7 238  237.5  234  2341 234  232  234  238・5 234  232  233   963  24・2
                    第6表  瓦 斯 組 成 の 攣 化 (平 均)
            實 験 ガ ス   ガ  ス  組  成 》01.%   有 効 ガ ス CO 清 費率
日 口 時 時 罰 の             ガ ス 牧 縮 墾 愛1ヒ 肇            時 種 類CO
2 02 CmHn CO H2 CHl N2含 量% %  % CO:H2
  10月
    g日10時 24 合 成 5.9 0.1 - 29,457.O L4 6.2 86.4 23.7 93、8'1:0.48
1  -   ～ 反 鷹 26。8 0.10.6 2,357.4 40 8,8
    10日10時 48 残 留 20.4 0.10.5  1.8 43.8 30 6.7                     
(14.5)                      (1.6)
   10口10時 48 合 成 5・1 0・0 - 30.157、8 L3 5・7 87・9 25・0 94・4 1:0・52
2    ～     一   反 篠  26.5  0.1  0.7   2.3  57,4  4 7  8.3             9
    11日10日 寺… 72  残 留 '19.9  0.1 0.5  1。7 43,1  3.5  6.2                     (14
.8)                      く2.2)
    11日iO時 72 合 成 5.6 0・1 - 29.358・O L4 5・β 87・3 24・3 93・2 1:0.52
3  -   一 反 懸 26・3 0・1LO 2・657・8 4・3 7・9
    12日10時  96  残 留  19.9  0.1 0.8  2.0 43.7  3:3  5.9                     
(14.3)                      (1.9)
                                        (54)
      児.玉・舟 阪 ・橋 本 ・村 田 ・平 尾・田原 ・松 村 ・河 東・多 羅問:ガ ソ リン合成 中 間工 業試 験 第十 回報 告
   12"!0時 …   96  合 成   5.5  0.1  -   29.7  57.9   1.5   5.3  87.6  34.4  92.6   1 :0.51 
4    ～    '一   反 睡{ 26.5  0.0 0,7   2.9  58,1  4.2  7.6
   13日10時 …  120  残 留  零0,1  0,0  0.5   ♀.2  44.0  3.1  5.7             
.(14・6)     .q・6)   .
   13n10時 … 玉20 合 砂ζ 60 0.0 -  300 53.2 1.6 6,2 8a 2 23.5 91.3 1:0.48 
5    -     一  反!{婁  275  0.1 1.0   3.4 56.3  4。6  7.1
   14日10時 …  144 残 留詔 2LO  O.1 0.8   2.6 43.1  3.5  5.4                  、  、                
L15.0)                      (L 9)
   14日10時 144合 成 6.1 0.1 -'29,9 561 1.3 6.5 86.0 23.9 91.3 1;0.45
6
、51論 鑑,簿.舞9.ξall:1身 ぎ1;:ll:};:暮
                (14.1-)                     (1.8)
   151i10時 …  16S  合・成   6.0  0.1  -   29.6  56.2   L 5  6.6  85.8 .23.2  90.9   1 :0,49 
7    ～     一   反 鷹  262  0.1 L1   3,5  560  5。0  8.1
   玉6010時 …  192  残 甕「 20、2  0.1 0.8   2.7  43.0  3.8  6。2      '
                (14.2)                 ・   (2.3)                         、
   】6「1玉0昌寺… 192 苓}成  6.0  0.1  -  29.6 56.7  1.5  6.1 86.3  23.6  90.9  1:0.50
8  ～   ～ 反 睡 26.4 0,10.9 3'556.3 5,6 7.2
   17}』ゴ10時   216 飛f♂～ 20.2  0.1 0.7   2,7 43.0  4.3  5.4   
、               (14,2)       .      ・      (2.8)
   171110時 … 216 合 成  5.3  0.1  -  29、9 57.1  1.6  6.0 87.0  24.4  90.0  1:0.57
9～ ～ 反 理盤26.60,20.94.055、35.47。6
   181.110時 …  240  残i留  20、1  0.2  0.7   3.0  41.7   4.1   5,8
                L14.8つ                       (2.5)
  コ81.」10時… 240 合/戊  53 0.1 -  {301 56,9 L9 5.7 87,0 23,6 90.7 1:0.52
10   ～    ～ ・反 ま{ 263  0.1 0、9  3.7 561  5,7  7.2
   】9日10時  264 残 ㍉忍  20.1  0.1 0.7   2,8 42、8  4.4  5.5
                ⊂14.8)                        (2.5)
  19}110時264合 成5.70、1・ 、-302571L65.387.323.090.71・.049
11   ～    ～  反 麓 25.7  0.1 0.9  3.7 538  5.7  7.1
  20「!10コ 芋   288  残 留  19 8   0.1  0.7   2,8  43.7   4.4   5.5
                (_14・1)                       (2.ξり
  20口10鴫 爵  288  合 成   5 5   0,1  -   30 3  57 0   1.7   5。4  87.3   22.9  90.0   1 :0.48
12   ～    ～  反 癒  25、6  0.窪 0、9  41 571  5.5  6.6
  21鰹10時 …  3工2 残 留  】9。7  0,2 0,7   3.2 44.0  4.2  5.1      亀
  .      '          (14,2)                     (2.5)
  21010時 3i2合 戌 5.7 0.1 - 30,1568 L7 5。6 86.9 23.1 89.4 1:0.49
】3  -   ～ 反 癒 260 0.11.1 4,253,8 5.3 6.5             陶
  22日10時 ≒  336 残 留  200  0.1 0,8   3,2  43,7  4.1  5.0               
(14.3)                (2.4)
                            、                         ・■
  22口10時 336 合 成 5.7 0.1 - 302 590 1.4 4.6 88.2 23.0 86.4 1:0。50
14    -.    ～   反二甦{ 24.8  0.2  0.8   5 3  58 5  4.1  6.3
  23「口0臨等   360  残 昏俘  】9.1  0.2  0.6   4.1  45 0   3,2   4.8    4   ・        (13.4)                     (1.S)
  23口10H芋   360  合」,戎  5,4   0.1  -   31.0  57 9  'Lら6   4,0  88.9   22.8   88.4   i、:0.48
15   ～    一  反 辱篠 25.6  0.1 1.1  4.7 57.9  4,7  5.9
  24r110時 … 384 残 留  】98  0.1 0, S  3.6 44、7  3.6  4.6
     、                (14.4)                        (2.0)
  24日 】0時   384  合 成   5 7  0.1  -   30,】  5フ.3   】.5   5.3  87.4  22.2   89.0   1 :0.48
16  ～   一 反 礁 25.6 0.1L1 4257.2 48 7.0
  '25日10時 …  408  残 留  工9.9.  g.1  0.9   3.3  44.5   3.7   5.4               (
14.2)                       (.2,2)
  28日13時  408 合 戌  4.5  0.1  -  3n一 57,0  1.5  6.2 87,7  24.6  87.9  1:0.54.
17   ～    一ソ  反 懲 24.8 .0.1 0.9  49 561  5.1  8.1            .
  29日10時 429幾 留 18、7,0.10。7 3.7 42.3 3.8 6.1
             風    (14.2)      .               (2.3)
  .29日10時   429  合 成   4.9   0.1   -   30、3  57.O   L 4   6・3  87.3   24.3   89。1   1 :0.50
18    ～     ～   反二冠蔭  24.6   0.1  LO   4.4  57.1  5.3   7.5
  30日10時 …  453  残 留  18.6   0.1  0.8   3.3  43.2   4.0   5.7
                (13.7)                       ⊂2.6)
                             (55)
               化 學 研 究 所 講 演 集 策 十 一 輯
   30口1α1芋  453 合 、成  5.1  0,1  -  30.0 57.3  1.6  5.9 87.3  24,6  88.0  1:α53
19   ～    岬  反=勉{ 24.1  0.1 1.0  4.8 57.3  4.9  7.8
   31日101;芋  477 幾 髭! 18.2  0.1 0.S  ,3.6  43.2  3.7  5.8                  (13
,1)                      (2.1)
   31臼10日 芋  』477 合 励～  5,5  0.0  -  29.9 56.9  L5  6.2  86. S  24.5  87.0  1 :0.53
20   ～    一  反二」底 24.7  0.1 0.9  5,1 56.8  5,0  7t 4
 11月1日10晴 … 501 残 留  18.7  0.1 0,7  3.9 42、9  3,8  5.4
                   (13.2=)                      (_2.3)
    1臼10時 …  501 合 戊   5.4   0.1  -   30.0  56.9   1.5  6.1・ 86,9   24.4  88.3   1 :0.51
21  ～  岬 反!慧己24.4 0.10.8 4 657.3 5.7 7.1
    2}i10時 … 525 残 實～ 18,4  0.1 0,6  3.5 43.3  4,3  5.4
                   (13.0)                       (2.8)
    2日10B吉 …  525  合 成   5.4   0,1  -   30,1  57.9   1.2   5.3  88.0   24.5   85.4   1 :0.59
22   ～    一  反{lf{i 24.3  0.1 1.3  5.8 56.8  5'0  6.7
    3目10時  549 タ遙留・ 18.3  0,1 1.0  4.4 42.8  3.8  5.1
                   (129)                    (2.6)
    3日10時  549 合 成  6.0  0.1  -  30.ρ 57.0  1.4  5.5  87.0  24.9  87。3  1:0.56
23  ～   ～ 反 麿 25.5 0,10.7 5,05a3 5.0 7.4
    4日10時 …  573  幾{習  】9.1  0,1 0,5   3,8  42,3  3.8  5.5
                   (13.1)                      (2/4)
    4日10汀 量  573 合 疹～  6.1  0.0  -  30.4 57.0  1.3  5.2  87.4  25.8  87.5  1 :0.57
24   ～    一  反二歴莫 25.6  0.1 0.9  5,1 56.4  5.0  6。9
    5日1G時 …  597  残 留  19.0   0.1  0.7   3.8  4L 8   3.7   5.1
                   (12.9)  .                  (2.4)
    5日10匝 サ  597 合 成  4.5  0.1  -  30.8 5フ.6  1.3  5,7 88.4  24.5  87.7  1:0.53
25   ～    一  反 健{ 24.4  0.1 1.0  5.1 57.4  5.0  7.0
    6日10籍.芋  621 残{¥～ 18.4  0.1 0.8   3.8 43.3  3,8  5.3
        '           (13.9)                     (2.5)
            24 ・昏 扇～  5.5  0.1'-  30.1 57.1  L5  5.7 87.2  23.9  89.7  1:0.5孟
   平 均 創 反 礁25.70.11.0凶156.74、97.5           
621 幾 留  19.5   0.1  0.8   3.1  43.2   3。7   5.7
                   (14.0)   '                  (2.2)
 注 意 CmHnと あ る の は 重(と)炭化 水 素 で 濃 硫 酸 に よ り 定 量 し た 値 で あ る.
      残 留 と あ る の は 反 癒 ガ ス 組 成 を合 成 ガ ス100の 割 合 に 割 算 し た 値 で あ る
                    第7表 小 規 模 合 成 試 亀験 の 成 績
・ ・ 時 聯噸灘 解 踏 諺驚 論 纏 塞
 10月       、 
1  9日10時 ～10口10鴫 …  24～4S噺 235 92.5  32.9    2.3  2.6   4.1   6.7    25   73
                                                 隔
 2  10日10時 …一}11日10時   48～72   235  92.4  34.8     2,4  3.0   3.7    6。7     26   73
 3  11口10時 ～12口100寺   72～96   235 96.5  33.8     2.6  2.S   4,3    7.1    2σ   74
 4 12目10時 ～13rllO捧 与  96--120  235 90.9  35.0    2.3  2.3   4.4    6.7    26   74
                                                             `
 5  13日10時 …～14口10目 与  120～144  幽235  95.0   32.9     2.4   2.4   4.0    6.4   幽 25   67
6  14日10時 …～・15日100芋  144～168  235 96.2  34.3    2.4  2.7   3.8    6.5    ・25   68
 7 15日10時 一レ16日10時 ・ ユ68・-192  235 90.0  35.2   2.4  2.4 し 3:6   6.0   27  67
816日10時 ～17日1嚇192～21623596,835.8 2,52冶 3.5 6.0 26 62
 g17口10日 寺～18日10時 …216--24023593.036.4  1,1 2.9 3.7 6.6  12 71
10  18旧10時:一 ソ19日100{許 240～264  235  91.1  35.9     1.2   2.4   3.8    6.2     13   67
11  19日10降=5… 一一20010時  264一 ソ288   235 87,6  33.7     1.5   1.・9   3.8    5.7     17   65
12 20日10時 ～21口10時  288～312  235 9L 3  34.4    Lρ  2.2   3,9   '6.1    五1   67
13  21日10時 ～22日10n嵜 … 3ユ2～336  235 94.6  35.8     1.2  2.2   3.6    5.8     13   61
14  22日10時 ～23日10時  336～360   235  95.4   34.1     2.0   2.6    4.2    6.8     21   71
15  23「 「10隔寺～24日10時  360ヤ384   235  89.7  33.4     1.0   2.3   4.1    6。4     11   71
                                           0
                                   (56)
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16 24日10"{F～25日10匿寺  384～408  235 92.5  31.5    0.9  2.2   3.7    5.9    10   64
17  28口13時 ～29日10時 … 408～429   235  94.1  31.6     2.3   2.0   3.8    5.8     24   62
18  29;110紐}ハ)30口iO博芋  429～453   235 ・93.2   32.7     2.2   1.9    3.4     5。3     24    57
19 30日 工0ほ芋一}31日iO時… 453〔ゾ477  235 92.1  31.9   2.4  2.0 、 3.4   5.4   26  59
     11月
20 31日10時…〔ゾ1日10日{爵 477{ソ501  235 90.4  32.9   2.3  L7  3.7   5.4   26  60
21   1日100巻…～ 2日10時… 501一一525   235,90.6   3L 5     L1   2.0    3,9    5.9     12 ' 65
22  2日10時 〔ノ 3日100芋  525～549  235  87.7  38.0     1.1   1.9   3.7    5.6     13   64
23  3口10時…-4日10時  549～573  238  90.0  33.0     1.2  1.5   3.8    5.3     13   59
24   4日10日芋一 5日10時  573{ノ597   938  89.8   32.5     L2   1.9    3.7    5.6     14    62
25  5日 】01時…～6日10時 … 597～621  238 92.8  31.9    Ll  L4  4.2   5.6    12  60
             試 験 結 果 の 考 察
鯛 媒 の 耐 久 性
 石 油激 量 を見 ると,試 験開始後徐 々に増 加の傾向が あ り,二 日目にて最高(189ヴ 日,83cc/m3)
に達 し,其 の後 は幾分 減退の傾 向が あつたが,25日 闇殆 ん ど憂 化が無 かつ た・此 の聞毎 日の油
牧量 に は1炎分 の増 減が あ り,使 用中に於 ける燭媒 の漕 性の憂化 を正確 に数字 にて表 はす ことは
不可 能一bる が,し か し消費 され た一酸化 炭素 の百分奉 を示 した所 の一酸化 丞素 反慮率 の曲線
(第2圖 塗 照ノか ら計算 する と,一 ・酸 化炭素 反窓 率は最後の 日に於 て肯 最高 の92.9%に 及 んで ゐる
 最須 ㊧三 副旧は温度上昇の影響 を見 る爲 に熱水 温度 を3。C土 昇 せ しめたが,油 の 牧 量共 の
他 に大 した 愛化 は謁 め られなかつ た.
 之 、,;の砧 か ら見 る と,鐡 燭媒 の活性低 下は反慮 濫度 を一定 に保持 して も一 ケ月間 に10%に
足 らな い ことが判 る.『更 に此 の温度で使 用すれば何 日間 に如何 程活性 が低下 するか,叉 徐 々に
風 一濃変 を上昇 して 行 くときは何 日聞一定 の油牧量 を保持 し得 るか と云 ふ問題 は,更 に長期 の
試 『 ご行 はね ば不 明であ ると云ふ外 は無 い.
 然 し乍 ら,本 試 験 の結 果 は,一 定 の反慮 温慶に於 いて も少 くと も一ケ 月は些 した る活性 の減
退 な く 腸媒 を使 用 し得 ることを誰 明 した ものであつて,此 の結集 か ら,徐 々に反慮温度 を上
昇 して 行 くときは,鐵 鱗媒 は260。Cま で使 用 し得 るか ら,'相 當長 期 に亘つ て鐵燭媒 が使 用 し
得 る もので あ る ことを想 像出來,鐵 鰯媒 を工業 的に使用 する揚 合 の耐 久性の 鮎に關す る懸 念 を
解 潰 す るに大 い に役 立つた様 に思 はれ る
 合 成 瓦期及 び反慮瓦斯
 前述 の様 に本試験 に於 いて は,鰻 媒 の耐久性 を塘 加 する必要 上,CO:H2窪1:2の 合成 瓦
斯 を使 用した.從 つて反鷹瓦斯 中に は約57%の 水素が残 つ てゐた.一 酸化水素 は殆 ん ど90%
                   (57)
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が鴻費され,反 鷹瓦斯申には2匙6%の 一・酸化炭素が淺つてゐるに過ぎなかつた.從 つて斯の
如 き組成の合成瓦斯を使用する限 り最早や反慮すべ き・一・酸化炭素は残つてゐなV・のであるか ら,
如何なる方法によつて も油牧量を増加する望参は無 い謬である.一 酸化炭素と水素の酒費率の
比 はやはり1:0.5程 度になつてゐた(第6表 参照).
 亦反慮ガス申に約57%の 水素が残留することは,鐵 燭腺の現朕に於いては,溝 費率以上の水
素を含む合成ガスを使用する必要があるので止むを得ないことであつて,此 の水素 を適當に循
環 して使用する方法 を考慮すべ きである(後 述).
 爾第2圖 より明かな如 く,合 成ガス中に炭酸ガス含量のや 瓦多い揚合には,僅 かで はあるが,
石油の牧量ボ少 くなつてゐる.從 つて合成 ガスがこの程度よ りも術多 くの炭酸瓦斯 を含哲揚合
には,合 成ガス中よ り炭酸ガ スを除去する必要があるように思はれる.
石 油 牧 量
 一 日聞の最高牧量は二 日口に於てim3當 り83ccで あ り,炭酸ガス,メ ・タン及 び窒素を除い
た有効瓦斯(一 ・酸化炭素 と水素 との和)iml當 りにi換算すると94.5ccと な り,實 験室で得た
第i表 の結果と大差が無いことxな る
 一 ケ月間の平均では1m;當 り75ccで 有効瓦斯1m3常},で は86ccで ある.潰 費された一
酸化炭素 と水素 との総和1m3當 りに換算すると此の牧量 は180cc(コ バル ト鰯媒の揚合は139
CC,第9表 参照)と なる.之 等の結果から見ると,鐵 隅媒 による牧量はコバル ト燭媒のそれと比
較 して遜色無い様 に思はれる.
生成石油の性質
生成した石油の性質は第8表 よ り明かな様に220。Cま でに約67%を 溜出し,270。C迄 に約
78%を 溜出した・特に興味の有るのば,石 油の不飽和度の高いこと,帥 ち生成油の沃素便 は138,
活性炭よ り回牧 した揮獲油のそれは167に 達すること及び第3圖 よ り判 る様に運醇日籔の維過
と共 にパ ラフィンの生成を減 じ,揮 獲油の生成を増加することで ある.コ バル ト賜媒による生
成油と隼較すると鐵醐媒による生球油は不飽和分に富み,叉 一般 に高沸鮎の溜分が多い.
            第8表A 合 成 油 の 性 質
           比語  屈轡 三 沃素債 全酸債
            d       n
  揮 嚢 油   0.6896  L3980  167 辱(まひ) 一
  燈     ～由          0.7526       1.4270          60          一
  合 成 油   0.7301  L4178  138  0」0
                   (58)
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 蒸 溜 試 験
   温度OC     初溜霜    10%黒占   50%貼    80%貼    95%黙    乾 黒占
   揮  嚢  油        ・40へ0       58.0       92.8      124.5       17乳0      206.0
   燈     油        10且0      154.0      205.0      242.5       282,0        一
   合 成 油  3a5  68.1 156.0 278.5  -   一
   溜 出 量%  150。C迄  200。C迄 220。C迄
   揮 嚢 油   9α0   97.2   r
   燈 油 76 46.0 63.4
   合 成 言由       47。2       61.9       66.9
注意 合成油とは生成 した揮嚢油,燈 油及びパラフィンの登部の混合物である.
            第8表B ガ ソ ー ル の 性 質
             ガ ソ ー ル の 組 成vol.%'
  口 C・…  C・ ・H・ 乙"駐C・H・C・H・… 畷N・
 12    48.4    0.3    0.7    3.3     29,1       7.5      5.8       3.2    4.9
 16    40.3    1.0   2.0   6.4     2LO      5.7     15.3      1.2   8.3.
 18     36.4    1.0    2.0    3.1      26.2        5.3      21.7        1.6    4.3
注意 C3以 上のオレフインとあるのは88%H2Sqに より定量 した値であ る.
   C2H↓ は 濃度102%のH2SO4に0.5%のAgSqを添加 したものにょ珍定量 した値である.
   水素は過マンガン酸銀液にょる吸牧法 によつた.
   CnH2臓+2は 爆獲法によつた.
其  の  他
 鐵 鰯媒 を用 ひた場 合實験 室に於い ては水 の生成 は見 られ なかつた ので ある,か くの如 き大規
模合成試 験 の場合 は第3表 に明かな様 に鐵鯛媒 によつて も水 の生成 が認 め られ る.
 術 この試 験 に於 いて は反鷹温度が低 かつた爲 か,ガ ソールの生成 は絵 の多 くな く平均3Z/m3
の割合 で あつた(第3表 参照).と のガ ソμルの組 成の 一例 を第8表Bに 示 した.
             鐵 鯛 媒 及 び コ・"ル ト鯛 媒 の 比 較
                                        (1)
 昭和15年7月 に行 つた コバル ト鰯媒忙依る二週間に亘 る合成試験の結果(第 九回報告)を こ
の鐵燭媒 に依る結果 と簡輩に比較すると第9表 の通 りである.
            第9表  コバル ト賜媒と鐵鰯媒の比較
                           コパル ト筋媒   鐵鯛媒
    運    韓    11   敷             日            .14            25
    最 初 の 濫 度   。C   202   235
    最 後 の 温 度    。C   211   238
                    (59)
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    糖 瓦 斯 使 用 量    m3   26729   56255
    合 成 油 牧 得 量    Z   亀2288    4203
    合威油牧率(合 成ガス)    cc/n{3   86    75
    合威油牧寧(有 効ガス)        cc/m3     102        86
    合成油牧率(消 費ガス)        cc!～m3     139       180
注意 最初(最 後)の 温度 とあ るのは試験開始(絡 了)當 時の合成燈に於ける熱水の温度である.
   有効ガス1m3當 りの牧量 とあるのは合成ガス中のCO及 びH2の 含量の和1m3嘗 りに蜀する
   値である・ これに封 して消費ガス1m3常 りの牧量 とあるのは實際合成反鷹 セこよ賄 費沖 た有
   効ガスに封する値である.
             鐵鯛 媒 に依 る工 業 的石 油合 成 法
 前蓮の様に牧量及 び耐久性の瓢に關 しては,鐵 燭媒は充分に工業的に使用 し得ると思 はれる
が,消 費率 と組成の異 る合成瓦斯を使用する關係上,平 均瓦斯組成CO225.7,020.i, CmHn
LO, CO 4.1, H256.7;CH些4.9, N27.5%の 反慮ガスが生するので,之 を適當に繰返へして使
   用することを考へねば
   な らない。此の爲には」 
   色々な方法が考へられ
   るが最 も簡輩な一例 を
   慶ガスよ り先づ炭酸瓦
   斯を除いて更に深冷法 
   により水i素を分離 しこ
 ,れ を繰返し醐 す 
る・一方此の嶽 購
    は石炭瓦斯の分解(石
   炭瓦斯申のメタンと此
 
 、 の炭酸ガスとを購 さ
   す)及 曙 殊の一酸化
   炭素褒生櫨(此 の炭酸
   ガスを骸炭により還元
   して一酸化炭素となす,
                   (60)
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この反慮 はかな り高温を要 するか ら,同 時に酸素 を吹込む ことを考案すればよV・)に よ り再び
一酸化炭素 に攣へ,こ れに循環すべき水素 を加へて所要の合成ガスを製造する..石炭ガ ス及び
骸炭は石炭 より製造 する事 は勿論である 斯の如 くすると鐵鰯媒により石炭50kgよ り7.5 Zの
合成石油が得 られ,他 に鯨分の骸炭8.4kgを 得る事 とな り,一 方慶ガスは循環 して使用出來 る
のである.
               絡        括
 L 1時問100m「 の合成瓦斯を塵理する装置を使用し,鐵 燭媒に依 るガ ソリン合成試験 を一
ケ月間蓮績 して行つた.
 2・CO:H2窪1:2の 合成瓦斯を使用したが,一 ケ月間に亘つても賜媒の活性の 減退 は
殆 んど認 められなか つた
 3・ 油牧量は平均75cc/m3(有 効ガス換算86 cc/m3)で あ リコバル ト燭媒に比較 して悪 く
はなV・.
 4.生 成油 は特に不飽和分に富んでゐる.
 5 油牧量及び腸媒耐久性に就いては,鐵 鰯媒は充分 に工業的に使用する事が出來 ると思 は
れ る.
 6.然 し此の勿合屡瓦斯中の水素 を循環 して使用する必要がある.
 7.鐵 鰯媒 に依 る石油合成の・一・工業的實施案を示 した・       (昭和豆5年ll月)
               後        記
 本合成試験を爲すに當 り,装 置の設計及建設には児玉信次郎,河 東準,橋 本義一郎,平 尾説
市;隅 媒の製造には村田義夫;水 性ガスの獲生には舟阪渡,橋 本義一郎;電 解水素の製造 には湯
淺幸雄,白 石博;瓦 斯の精製には多羅閥公雄;合 成には松村彰一,田原秀 …,河東準,平 尾論市;工
揚運鱒の各部の連絡には兜玉信次郎,舟 阪渡,以 上の諸氏が夫 々を澹當 し,他 に後記の各所 よ
り本試鹸の援助に御派遣願つた諸氏及び本試験工揚員一・同の協力によ り途行された ものである,
 株式會祉佳友本肚,佳 友化學工業株式會肚及び住友鑛業株式會肚よ り財政上及び技術上 に,多
大の御援助を得た.殊 に津上雄三及び八木裕爾氏 よ り技術上多大の御助力を得た.
 川崎重工業株式會肚,殊 に同祉の郷田験則及び田中正三爾氏 より技術上多大の御助九を行た
 松永六二先生£ り引績き種 々御助力を賜つてゐるが,殊 に～二の鐵燭媒による試験に於ては熱
水 の堅力が大 となる鮎よ り,特 に多大の御援助 を賜つた
                   (61)
        化 學 研 究 所 講 演 集 第+一 輯
 北海道入造石油株式會就よりも財政上及び工揚の建設上一方ならぬ御援助を得た・




 本試験は斯く多敷の官廉,諸 禽肚,其 の他の御援助に依 り途行し得たものであつて,其 の當
路の各位及び直接試験に御参加下さつた諸氏に甥して薮に深甚の謝意を表するも¢)である.
               交        獄
 (1) ガソリン合成中間ユ～業試験 第九回報告 化學研究所講演集 第十…輯
                   (62)
